
428 歯界展望　Vol. 138　No. 2　2021―8

　歯周病（慢性歯周炎）の予防・治療

において歯科衛生士の果たす役割は大

きい．さらにいえば，よりよい歯周病

（慢性歯周炎）の予防の効果を上げた

り，治療の良好な結果を得たりするに

は，優秀な歯科衛生士の存在は不可欠

ともいえる．

　歯科衛生士が勉強する際に，ともす

れば興味のある事柄だけを商業誌や論

文などを読み勉強しがちであるが，歯

周病や歯周病治療をより良く理解し実

践するには歯周病や歯周病治療に関す

るすべてが網羅されて書かれている，

いわゆる教科書が必要である．

　海外では古くからグリックマンや

ゴールドマン，ランフォード，リンデ

などの優れた教科書が出版されている

が，本書の編著者の加藤　熈氏は，

1994 年の最新歯周病学を出版してお

り，日本において非常に優れた教科書

として好評であった．

　さらに 2011 年には，『新版　最新

歯周病学』（編集／加藤　熈，執筆／

加藤　熈，坂上竜資，菅谷　勉．医歯

薬出版，2011 年）を刊行されている．

基本的な事柄から最新の研究成果など

の内容も含まれており，優れた教科書

として重宝されている．

　この『新版　最新歯周病学』の歯科

衛生士版ともいえる本書は，2018 年

7 月に刊行された．

　歯科衛生士の教科書としては画期的

な内容であり，第 1 章「歯周組織・歯

周病の特徴を理解する基礎知識」から

第 9 章「メインテナンス治療（メイ

ンテナンス・SPT）と歯科衛生士の活

躍」まで，ぜひ隅々まで読んでいただ

きたい．

　本書の特徴として，他書にはない歯

周病に取り組むうえで大切な「心がま

え」について述べている．

　私は，歯周治療を行ううえで知識と

技術とともにこの治療に取り組む「心

がまえ」が重要と考えている．

　また本書のほかの特徴として，理解

しやすくするために，大切な部分は太

い文字にしたり，アンダーラインを引

いたりして，重要な用語・キーワード

はカギ括弧でくくるなどの工夫がなさ

れている．

　さらに，最新の情報を「ADVANCE 

LEARNING」としてよりレベルアップし

たい歯科衛生士のために記載している．

　日本歯周病学会や日本臨床歯周病学

会では認定歯科衛生士制度を作ってお

り，両学会の認定歯科衛生士を目指す

歯科衛生士にも恰好の教科書として使

用できる．

　また歯科衛生士学校の学生の教科書

としてだけでなく，臨床の現場にいる

若い歯科衛生士からベテランの歯科衛

生士にも役立つと思われる．

　さらに，本書は歯科衛生士用として

書かれているが，重要な事柄について

コンパクトに書かれているので歯科医

師にも十分に有用な内容になっている．
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